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愛知教育大学におけるICTを活用したアクティブ｡ラーニング(AL)授業支援の本格運用開始(2017年度後期授業よ

り)に向け. (1)大学教員のICT利活用の支援と教員養成におけるICT活用指導力の育成にむけた学生ICT支援員体

制の構築,(2)構築した体制での全学サポートの実施と評価について検討した｡(1)については, ICTを活用したAL授業

を実践する教員に対して本学学生によるICT導入支援員による支援を行うというものであり，支援員の業務概要や支援

員の構成などを検討した｡(2)については. (1)で構築した体制のもと2017年度の前期授業期間において試行的な実践

を行い,実践後に支援をうけた教員やICT導入支援員に感想や気付きなどを尋ねた｡それらの感想から, ICT導入支援

員の有効性が示唆された｡一方で全学的なICTを活用したALの推進にむけ解決すべき課題も明らかになった。

1.はじめに

近年, 社会の急速な変化に対応できる資質｡能力の育

成にむけた学び方の改革が進められている｡その1 つに

アクティブ｡ラーニング(以子AL と表記)かおる｡AL とは，｢

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学

修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授｡学習法

の総称｣( 中央教育審議会, 2012)であり，中教審が2012

年に出した答申では，高等教育における能動的な学習

への質的な転換が求められ,全国の大学においてAL の

導入が進められている｡河合塾の調査では, 2011年から

2015年にかけて各大学でのAL型授業の割合が増加し

ていることが報告されている[1]。またベネッセ教育総合

研究所の調査では, 2008 年から2016 年にかけてAL 型

の授業を受ける機会について｢よくあった｣｢ある程度あっ

た｣と答える学生が増加したことが報告されており，学生

にもその変化が認識されていることが明らかになってい

る[2]。

初等中等段階においても，｢学びの質や深まりを重視

することが必要であり，課題の発見と解決に向けて主体

的｡協働的に学ぶ学習(いわゆる『アクティブ｡ラーニン

グ』)や, そのための指導の方法等を充実させていく必要｣

がある[3]とされ,それらを受けてALの視点は｢主体的。

対話的で深い学び｣として次期学習指導要領にも反映さ

れた｡高等学校を対象とした調査でも，ALの視点での参

加型の授業を組織的あるいは組織的とはいかないまでも

何らかの形で取り組んでいる割合が8割程度で,ALの

視点での授業が実践されていることが報告されている[4]。

愛知教育大学では，｢『主体的｡協働的な学び』を実践

できる教員の養成プロジェクト｣(以下ALプロジェクト)を

進めている。プロジェクトの取り組みの一環として実施し

たALに関する調査では，AL型の授業を実施している

教員がアンケートに回答した69％の教員のうち89％であ

ることが報告されている[5]。

しかし, 教員養成大学の場合, 学生の資質｡能力を高め

るためのAL の実施に加え，学生自身が教員となったとき

に児童生徒に対してAL が実践できるような指 導力を育

成することも求められる。また,AL の実践においては，ICT

機器の効果 的な活用も重要な課題であり，教員にな

る学生にはICT 活用指導力の育成も求められている。

そこでAL プロジェクトでは, ICT を活用したAL 授業の

推進を目的としたICT 導入支援員の制度の導入に取り組

んでいる[6]｡この取り組みは ，図1 のプロジェクトの
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図1:『主体的･協働的な学び』を実践できる教員の養成プロジェクトの年度計画[5]

年度計画のうち，教員の養成(TA,SA システム制度の設

計)と大学教員の養成(AL の導入, 実践の支援)に関わ

るものである。本論文では,この取り組みの実践と実践か

ら得られた課題について報告する。

以降,2章では背景と目的,3章では構築したICT支援

員体制の概要,4 章では今年度前期に実施した実践に

ついて述べ,5 章と6 章では実践の結果｡考察を行う。

2. 背景と目的

ICT を活用したAL の推進にむけ,学生によるICT 支

援員の導入を検討する｡ ICT 支援員の導入は, 大学教員

のICT を活用したAL の授業実施を支援するだけでなく，

教員養成の学生のICT 活用指導力の育成にも効果的で

あると考えられる。以降では，大学教員に対する支援の

観 点と,教員養成の学生のICT 活用指導力の育成の2

つの観点から, ICT 支援員を導入することの効果につい

て背景をまとめる。

2.1. 高等教育におけるICT 利活用

高等教育におけるICT 利活用があまり進んでいない現

状がある｡大学ICT 推進協議会によるICT 利活用調査報

告書によると，｢ICT利活用教育の導入々推進を妨げる阻

害要因は存在しますか？｣という質問に対して，大学｡短

期大学の7 割以上が｢存在する｣と回答している。主な阻

害要因としては，教職員の理解やモチベーションの不足，

教職員のICT 活用スキル不足, 教職員へのICT 活用の

技術支援体制の不足などが挙げられている[7]。高等教

育におけるICT 利活用の促進には, 大学教員に対してこ

れらの課題を解消することが重要な課題である。

これらの課題について,初等中等におけるICT利活用

の取り組みでは, ICT支援員の導入が効果的であること

が報告されている｡ICT支援員とは，｢学校における教員

のICT活用(例えば,授業,校務,教員研修等の場面)を

サポートすることにより，ICTを活用した授業等を教員が

スムーズに行うための支援を行う。｣[8]ものであり，地方

公共団体で配置されているICT支援員の数は平成25年

度末で約2,000人となっている。｢｣野市の事例では, ICT

支援員を導入することで教員のICT利活用が進み, ICT

活用指導力の向上につながること,またICT支援員の導

入が進むにつれ,支援員に求められる業務が,機器操

作やトラブル対応等の環境整備から,授業支援や教材作

成など創意工夫を求められる業務に高度化することなど

が報告されている[8]。

初等中等における結果から, 大学の授業におけるICT

利活用の促進におい ても, ICT 支援員 の導入が効果的

なのではないかと考えられる。

2.2. 教員養成におけるICT 活用指導力の育成

教育の情報化を進展させるために教員のICT活用指

導力の向上が課題になっている。文部科学省が毎年実

施している学校における教育の情報化の実態等に関す

る調査では,教員のICT活用指導力の推移について報

告されている｡ ICT 活用指導力は,表1の5つの項目こ

ついて18の小項[]ごとに4段階評価(わりにできる。
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表1: 教員のICT 活用指導力(平成28 年3 月時点)

A：教材教育・指導の準備・評価などにI

CT

83.2

B：授業中にICTを活用して指導する能
力

73.5

C：児童のICT活用を指導する能力 66.2

D:情報モラルなどを指導する能力 78.9

E：校務にICTを活用する能力 79.4

ややできる｡あまりできない｡ほとんどできない)を自己評

価することによって測定している｡表1は平成28年3月

に実施した調査結果について，｢わりにできる｣若しくは

｢ややできる｣と回答した教員の割合を大項目ごとに平均

した値を示している[9]｡年々教員のICT活用指導力の値

は向上しているが,C:児童のICT活用を指導する能力な

ど他の項目に比べて数値が低いものもある｡このような状

況をうけ,平成28 年7 月に策定された教育の情報化ｶﾛ

速化プランでは, 研修の充実や研修教材の策定｡提供と

いった取り組みの必要が示されている[10]。

教員養成課程におけるICT 活用指導力の育成につい

ても,教育の情報化加速化プランにおいて次のように記

されている。これらをうけ, 教職課程コア｡カリキュラムに

おいて教科及び教科の指導法に関する科目に｢各教科

の指導法(情報機器及び教材の使用を含む)｣ が必要な

事項として含まれた[11]。

。 教職課程においてICT 活用について学ぶ機会の充

実を図るとともに 教員のICT 活用能力の向上を図る

施策等を講じるため，教員養成｡採用｡研修の一体改

革のための制度改正を図る。

。 教職課程認定の審査の際に｢ 情報機器及び教材の

活用｣を含む授業科目において活用可能な施設｡設

備について確認できるようにする。

しかしながら,教職課程におけるICT活用指導力の育

成に向けた取り組みはまだ少ない。小川ら(2017)は, ICT

活用指導力向上のための｢間違い探し｣動画教材作成。

閲覧による学習モデルを開発し,教職課程の学生と現職

教員の両方に開発した学習モデルが有効であることを報

告している[12]Oまた,森子(2015)は教員養成学部生を授

業の一環としてICT支援員として公立学校に実習にいく

学習活動を取り入れ,その効果を報告している[13]。また，

梅田ら(2016)や斎藤ら(2016)では,教員養成の学生向け

に教育の情報化の教材として教員養成ICT活用ワークブ

ックを開発し,学部1年生の情報教育入門の授業におい

て実践を行なった。授業前後にICT活用指導力チェック

リストによる評価を行なった結果,すべての項目において

向上が見られたことを報告している[14][15]。

図2:ＩＣＴ機器の授業への導入支援の様子

図3:ＩＣＴ機器貸出業務の様子

先行研 究の結果, 授業の中でICT 活用指導力を育成す

る授業をするだけでなく, ICT 支援員としてICT を活用し

た授業をサポートすることの効果が報告されている。した

がって, 大学でのICT を活用した授業にICT 支援員とし

て関わることは, 教員養成の学生のICT 活用指導力を育

成するのに効果的ではないかと考えられる。

以上の背景にもとづき，本研究 の目的は，(1)大学教員

のICT 利活用の支援と教員養成におけるICT 活用指導

力の育成にむけた学生ICT 支援員体制の構築,(2)構築

した体制での全学サポートの実施と評価にまとめられる。

3. 学生ICT 支援員体制の構築

3.1. 学生ICT 支援員の位置づけ

学生ICT 支援員 体制の導入にあたり，支援員の位 置づ

けについて検討した。小中高と異なり，大学は学生数も

授業数も多く，希望する授業全てにいつ でも支援員を派

遣するということは難しい。そのため, ICT 利 活用に不慣

れな導入段階での支援に焦点をあて, 支援員は｢ICT 導

入支援員｣とした。

3.2.1CT 導入支援員の業務

ICT 導入支援員 の業務は，以下の2 点にまとめられる。(1)ICT

機器の授業 への導入支援( 図2)

大学教員 がICT を活用したAL 授業を始めるにあたって

― 111 ―



久保 沙穂里　・ 　齋藤 ひとみ　・ 　梅田 恭子

の導入を支援する。主にその授業に入って,教員の授業

支援ソフトの導入や，学生が利用するタブレット端末およ

び授業支援アプリの使い方を支援する。

(2)ICT 機器貸出業務(図3)

貸し出し依頼に応じて, ICT 機器(タブレット端末等)を授

業ごとにまとめて教員に渡せるように準備する。また, 教

員から返却されたICT 機器の確認と片付けを行う。

3.3.1CT 導入支援員の構成

ICT 導入支援員の構成は,ICT 導入支援員, ICT 導入

支援員リーダー･サブリーダー, ICT 導入支援員責任者

からなる｡それぞれの主な役割は以子の通りである。

(1)ICT 導入支援員(学部生)

リーダー･サブリーダーや責任者の指示に従って3.2 の

業務を行う。

(2)ICT 導入支援員リーダー･サブリーダー(院生･学部生)ICT

導入支援員の業務に加え,支援員の予定表をもとに

シフトを作成し,支援員や責任者に伝える｡また,支援員

の欠席や交代などを把握し，交代要員の依頼や責任者

への連絡を行う。

(3)ICT 導入支援員責任者(教員･職員などが担当)

支援員やリーダー･サブリーダーヘの業務内容の指示や

人学教員からの予約･相談対応を行う。

4. 実践

4.1. 実践の期間

本実践は2017 年前期から開始した｡前期は試行段階と

し,AL プロジェクトのメンバーや一部教員の授業でのICT

導入支援員の派遣をおこなった｡実践は支援員とな

った学生の研修期間として位置づけた｡ 本論文では，前

期の授業期間である2017 年4 月6 日(木)～8 月4 日(

金)の結果について報告する。

4.2.1CT 導入支援員の対象となる学生

ICT 導入支援員は，本学の教育学部 教員養成課程

情報選修ならびに情報専攻, 現代学芸課程 情報科学コ

ース，教育学研究科 発達教育科学専攻 情報教育領域

の学生(原則として学部2 年生以上)を対象とした｡ ICT

導入支援員の選出は，上記の学生から公募を募り，立候

補したすべての学生が全員支援員として参加した。

4.3.1CT 機器およびICT 導入支援員の利用実績

支援の対象は，本学で実施する授業であり，対象者は

授業を担当する教員約230 名および授業の受講者(学部

生･院生)約4000 名である。

そのうちICT 機器の活用授業実績およびICT 導入支

援員の利用実績は以子のとおりである。

・講義数:16 講義

・利用教員数(のべ):16 名

・利用学生数(のべ):504 名

・ICT 活用相談件数:5 件

・参加支援員数(のべ):13 名

・支援員を活用した授業数:8 コマ

4｡4. 使用機器およびアプリケーション

本実 践で使用した機器およびアプリケーションを以子

に示す｡ これらはICT を活用したAL の授業を推進する

ためAL プロジェクトで貸出用として準備したものである。

。機器

－タブレット端末:iPadAir2 Wi-Fi モデル(32GB)  50 台

一無線LAN アクセスポイントACERA950 など

。アプリケーション(よく使用されたもの)

一授業支援システム:xSync

一写真, 動画撮影: カメラ

ー映像編集:iMovie など

4.5.1CT 導入支援員へ の研修

貸出用のICT 機器やアプリケーションを初めて使用す

るという学生も多く見られた｡ そ のため，まず は基本操作

に 関する一斉研修を実施し, その後，実地訓練として実

際の授業 の支援に入るという段 階的な 訓練の機会を設け

た。

4.6. 授業実践例

実際に行われた授業実践を紹介する。

(1) 理科における活用事例(対象: 教員養成物理1 年生。34

名)

教員が送信した発問に対し，学生がiPad  (xSync)上で解

答を書き込み 返信することで，クラス全体の考えを把握

することに使用した( 図4) 。集約した意見を電子黒板に投

影し，意見全体を俯瞰させることで，学生は 考えの多 様

性を認識し，自己の理解を深めることができた。

図4: 授業支援ソフト(xSync)およびiPad 利用イメージ

(2) 生活科における活用事例(対象:生活科選修1 年生，
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12 名）

iPad およびiMovie 等のアプリケーションを活用し, 学生

が近隣の博物館で撮影した動画をもとに 小学校の社会

見学で利用 可能な動画教材 の作成を行った。自分たち

で撮影した写真｡動画データや音声をうまく組み合わせ，

ねらいに応じた動画を編集することができた。

5. 結果

5.1. ICT 導入支援員の支援を受けた教員の感想

ICT 機器やICT 導入支援員による支援を受けた教員に

使用後，「ICT を使ってみた感想等を具体的に教えてくだ

さい 」を尋ねた｡ その結果, ICT の活用やICT 導入支援

員について以子のような感想がみられた。

．ICT の活用について

一考えの要点整理につながり,他者にも分かりやすく伝

えることが可能という点て効果が認 められた。

．ICT 導入支援員について

一接 続など最初の準備に時間がかかったので支援して

もらえて助かった。

一支援員の協力をなくしては, xSync とiPad による課題

の提出はできなかった。

一配信トラブル が起きた際にフォローしてもらえたので

授業を止めずに済んだ。

5.2.1CT 導入支援員の感想

ICT 導入支援員の学生に前期の活動の感想として気づ

きや 自分の変化などを尋ねた｡ その結果, ICT の操作やICT

の活用 について以子のような感想がみられた。

．ICT の操作について

一自分の中でもタブレットに対する知識が少し多くなり，

使用することについ ての抵抗が減ったと思います。

．ICT の活用について

一電子黒板, タブレットを使うといっても，具体的に思い

浮 かげなかったものが どのように使うのかなーと少

し具体的になりました。

－ICT を使うことは良いことだと思っていたが, 使うべき

場所で使 わないと学習の効果は得られないことがわ

かりました。

6. 考察

6.1. 大学教員のICT 利活用の支援

試行期 間での実践であったが 大学教員のICT 利活用

の支援 におけるICT 導入支援員 の効果が明らかになっ

た｡ 教員 の感想から, 支援員がいることで教員 の心理的

な翕荷がさがることが明らかになり，高等教育でのICT 利

活用を阻む 要因として挙げられていた教職員の理解や

モチベ ーションの不足, 教職員のICT 活用スキル不足，

教職員 へのICT 活用の技術支援体制の不足がある程度

解消できる可能性 が示唆された｡ しかしながら，実践をし

て見えてきた課題も明らかになった。

1 つ 目の課題として, 利用者の幅を広げることが挙げら

れる｡今回利用した教員はもともとICT を利用したAL へ

の興味が高い教員が多かった｡理解やモチベーションの

低い教員にICT 導入支援員を利用してもらい, その効果

を実感してもらうためには,FD 研修などの普及活動を並

行して実施していくことが必要であると考えられる。

2 つ目の課題として,授業におけるICT 活用に関するよ

り専門的な支援である｡学生のICT 導入支援員は, 機器

操作についての支援は可能だが 効果的なICT 活用に

ついての専門的な相談などは難しい｡ そのため，より専

門的なレベルの支援を行うためには,教員とICT 活用の

専門家とが協力して授業づくりを行えるような協力体制が

必要であると考えられる。

6.2. 教員養成のICT 活用指導力の育成

次に教員養成の学生のICT 活用指導力の育成におけ

るICT 導入支援員の効果と課題について考察する｡ ICT

導入支援員を体験した学生の感想から,支援員を経験す

ることでICT 機器の操作に関するスキルの向上に加え，

授業者としてICT を活用する視点を身につけることがで

きる可能性が示唆された｡しかしながら,大学教員のICT

利活用の支援と同様に 課題も明らかになった。

1 つ目の課題として,支援員としての授業への関わり方

に問題が見られた｡支援員は教員や学生といって教室全

体のICT 利用に目を配る必要かおる｡しかし,実践の中

では支援員同士が1力所に固まって待機しており，目が

届いていない様子が観察された｡このような意識面の問

題については, 事前の研修を丁寧に行うことで改善でき

ると考えられる。

2つ目の課題として,授業におけるICT活用を観察する

視点の不足が挙げられる｡ ICT 活用指導力を育成につな

げるためには,導入支援の活動を行いながら,教員の授

業でのICT活用にも目を向けることが重要である｡しかし

ながら，そのような視点を学生が十分に持って参加して

いない様子が観察された｡そもそも支援に慣れていない

ため，活用に目を向ける余裕がないということも考えられ

るが授業後にどのような活用をしていたかをレポートさ

せるなどの支援＋αの活動を追加することで改善できると

考えられる。

最後に本格的なICT 導入支援員体制の実施にむけた

課題として,支援員の人数確保や学生主導の活用の支

援なども明らかになった。

7. おわりに

本研究では. (1)大学教員のICT 利活用の支援と教員

養成におけるICT 活用指導力の育成にむけた学生ICT

支援員体制の構築. (2)構築した体制での全学サポート

の実施と評価について検討した。構築した体制のもと2017

年度の前期授業期間において,試行的に実践を行

なった｡その結果, ICT 導入支援員の有効性が確認され

たが 全学的なICT を活用したAL の促進には解決すべ

き課題も多いことが明らかになった。
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今 後 は ，明らか になった 課題 の 解 決 策 を具 体化し てい

くことや ，支 援員 体制 の 効 果を 量的. 質 的 に 評価していく

ことを進 め ていく．
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